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大連市政治・経済情勢週報（平成 29 年 11 月 2日～11月 8日） 

在瀋陽日本国総領事館在大連領事事務所 

 

【政治】 

1日：大連市党委常務委員会が開催 
 譚作鈞大連市党委書記主宰による市党委常務委員会が開かれ、第 19 回党大会の精神の学習・宣

伝・貫徹に関する工作方案を研究した。 

（2日付半島晨報 A10面） 

 

1日：第 23回大連市党委全面深化改革指導小組会議が開催 
 譚作鈞大連市党委書記主宰による第 23 回市党委全面深化改革指導小組会議が開かれ、「『簡政放

権（行政のスリム化と権限委譲）』、『放管結合（緩和と管理の結合）』、『優化服務（サービスの最適

化）』に関する改革の全面深化」の実施意見」が審議・採択された。 

（2日付半島晨報 A10面） 

 

2日：肖盛峰市長、中露友好平和発展委員会の露側主席と会見 
 2日、肖盛峰大連市長は、中露友好平和発展委員会の露側主席（ボリス・ユーリエヴィッチ・チ

トフ主席）一行と会見した。大連・ノヴォロシースクの友好都市関係樹立について話し合われたほ

か、露側から旅順へのブドウの植樹やワイン工場建設決定等の話がなされた。 

（3日付大連晩報 A2面） 

 

4 日：大連市党委理論学習中心組（拡大）テーマ学習会開催（第 19 回党大会関連） 
 4 日、大連市党委理論学習中心組（拡大）テーマ学習会が開催され、第 19 回党大会報告や新し

い党規約などが学習された。譚作鈞大連市党委書記が主宰、発言を行った。肖盛峰大連市長等市の

指導者が出席した。 

（6日付大連日報 01面） 

 

6日：譚作鈞書記、引退した党の老同志に第 19回党大会の精神を伝達 
 6日、譚作鈞大連市党委書記は党委老幹部局を訪れ、副市長級、市直轄機関の局長級など引退し

た党の老同志に第 19回党大会の精神を伝達した。 

（7日付大連晩報 A4面） 

 

6日：肖盛峰市長、テーマ会議を開き政府活動報告起草作業状況を聴取 
 6日、肖盛峰大連市長主宰でテーマ会議が開かれ、政府活動報告の起草作業の状況報告が聴取さ

れるとともに、肖市長は政府の各業務において第 19回党大会の精神を貫くよう指示した。 

（7日付大連晩報 A4面） 

 

【経済】 

31日：大連市、国内初の大型生活ゴミ熱分解システムを導入 
 31日、大連市政府は第 13次五カ年計画の重点推進プロジェクトである「大連市都市生活ゴミの

完全資源化及び気化発電システム設備プロジェクト実験室」を検査の上引き取った。これにより、

国内初の大型生活ゴミ熱分解システムを導入する。 

（2日付半島晨報A05面） 
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2日：大北国際物流パークプロジェクト始動式典が開催 
 2日、大北国際物流パークプロジェクト始動式典及び大連ローソン冷蔵配送センター開業式典が

開かれ、同日より同センターが配送を開始した。 

（3日付大連晩報 A2面） 

 

2日：肖盛峰市長、遼寧自貿区大連片区建設工作を調査研究 
 2日、肖盛峰大連市長は、遼寧自由貿易試験区大連片区建設工作を調査研究した際、使命感と責

任感の強化を求め、高い出発点、高い基準、高いレベルで自由貿易区建設を推進し、新たな突破を

実現しようと述べた。 

（3日付大連晩報 A2面） 

 

3日：肖盛峰市長、日本航空株式会社の藤田副社長と会見 
 3 日、肖盛峰大連市長は日本航空株式会社主催の大連就航 20 周年記念レセプションに出席する

ため大連を訪れた同社の藤田直志副社長と会見を行った。肖盛峰市長は会見上、日本航空が 20 年

前に大連便を就航して以来、民間交流や経済貿易協力において重要な役割を果たしており、今後と

も観光・文化交流においても協力するよう希望する旨述べた。これに対し藤田副社長は大連市から

多大な支持を得ており、今後更に友好関係を深めていきたいと述べた。 

（4日付大連日報 01面） 

 

4日：譚作鈞書記、DNV GL集団のレミ・エリクセン総裁と会見 
4日、譚作鈞大連市党委書記は DNV GL集団のレミ・エリクセン総裁兼 CEOと会見を行った。 

（5日付大連日報 01面） 

 

前 3四半期の大連市観光客数、前年同期比で 12.52％増加 
 大連市統計局によると、今年 1～9 月に国内外から大連市を訪れた観光者数は前年同期比で

12.52％増加の 6,891.60万人、観光総収入は前年同期比 13.95％増加の 1,066.50億元であった。 

（3日付大連晩報 A6面） 

 

【社会・文化】 

6日：旅順博物館開館 100周年記念イベント開催 
 6日、旅順博物館は開館 100周年を記念して記念イベントの開幕式を行った。国内外の史学界や

文物・博物界から 100名近い専門家や学者が出席した。北京大学中国古代史研究センターの栄新江

教授は「シルクロード文献の伝播―旅順博物館所蔵の西域仏典の残片を中心に」と題して講演を行

った。 

（7日付大連日報 04面） 
 

 

 

（注）11月2日～11月8日の大連日報、半島晨報、大連晩報、新商報の記事をもとに作成。 


